
～市民生活を未来まで支える上下水道～
こんにちは！水道局です

水道事業・公共下水道事業の決算（平成２9年度）の概要

「給水装置の維持管理」に関するお知らせ 『給水管等の凍結』にご注意ください
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　29年度、水道事業及び公共下水道事業はともに健全財政を維持することができました。
　今後とも、より一層の経営の効率化に取り組むなど健全な事業運営を図りながら、水道事業においては安全でおいしい水の安定的な供給に、
公共下水道事業においては快適な生活環境の確保や公共用水域の水質保全に努めていきます。

○配水管（水道本管）から分岐して建物などに引き込まれている給水装置（給水管
やじゃ口など）は、メーター（水道局所有物）を除く全てがお客様の財産です。
○給水装置は、お客様に維持管理していただくことになります。
○ただし、配水管取出し口からメーターまでの自然漏水は、早期に漏水を止める目
的で水道局が修繕します。（※人為的損傷によるものは除きます。）
○メーターより建物側での漏水修繕は、お客様から指定給水装置工事事業者（※）
へ修繕依頼をしてください。
※３面の「給水装置等の修繕に対応する指定工事事業者リスト」を参考にしてくだ
さい。

○気温が氷点下になると、給水管等の水が凍って、水が出なくなったり、給水管
等が破裂したりする場合があります。
○下の図のような場所にある給水管等は、特に凍結が発生しやすくなります。

Ｑ．凍結を防ぐには？
Ａ．露出部分の保温・凍結予防には、市販されている専
用の保温材(右写真参照)を巻くと効果があります。
　　なければ布・毛布を使用し、その上にビニール類を
巻くなどして防水を行ってください。
Ｑ．もし、凍結したら？
Ａ．自然に解けるのを待つか、タオルなどを巻き付けて
ぬるま湯をゆっくりとかけましょう。
　　給水管等を破裂させる場合があるので、熱湯を使
用してはいけません。
Ｑ．万一、給水管等が破裂したら？
Ａ．メーターボックス内の元栓（止水栓）を閉め、水道局指定給水装置工事事業者
に修繕をご依頼ください。

水をつくり、家庭などに送ることで得られる収入と
そのための支出＝収益的収支（税抜） 水道施設を整備改良するための収入と支出＝資本的収支（税込）

水道料金
102.7億円

その他　12.8億円 純利益　14.7億円 補助金・その他
4.3億円

内部留保資金
58.2億円

浄水場や配水管
など施設の整備費用

38.1億円

施設の整備のために
借りた資金の返済
（利子を除く）
31.5億円

施設の整備のために
借りた資金の返済
（利子を除く）
15.9億円

水をつくり、家庭などに
送る費用など（営業費用）

92.7億円

収入115.5億円 支出100.8億円+純利益14.7億円=115.5億円 収入11.4億円＋内部留保資金58.2億円＝69.6億円 支出 69.6億円

家庭などから集めた汚水をきれいにすることで得られる収入と
そのための支出＝収益的収支（税抜） 下水道施設を整備改良するための収入と支出＝資本的収支（税込）

下水道使用料
59.7億円

純利益 5.8億円

内部留保資金
19.4億円

処理場や汚水管など
施設の整備費用
21.5億円

施設の整備のために
借りる資金 11.0億円

補助金、その他 7.0億円

汚水を集め、きれいに
する費用など
（営業費用）
70.0億円

収入81.3億円

補助金など 21.6億円

支出75.5億円＋純利益5.8億円＝81.3億円 収入18.0億円＋内部留保資金19.4億円＝37.4億円 支出37.4億円
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１．北向きの日陰　　２．風あたりが強い　　３．外でむき出し

【平日   8：30～17：15　給排水設備課　ＴＥＬ：２１３－８５２２】
　　　　　　【上記以外   水道局（代表） ＴＥＬ：２５７－７１１１】

【給排水設備課　ＴＥＬ：２１３－８５２1】

給水装置の維持管理区分

保温材

対応者 所有物（財産）

メーターを除く
給 水 装 置

○
（メーターの保管を含む）

メーターのみ メーターの取替

漏水修繕の範囲

メーターより建物側（2次側）

配水管取出し口からメーターまで（1次側）
【※人為的損傷によるものは除く】

給水管布設替
などの維持管理

お客様

水道局

公　道

1次側 2次側

配水管

給水管

給水装置とは：配水管取出し口からじゃ口まで

止水栓

じゃ口へ

メーター
（水道局所有物）

配水管取出し口

宅　地

境
界

施設の整備のため
に借りた資金の利
子など
　　8.1億円

施設の整備のため
に借りる資金
　　7.1億円

施設の整備のため
に借りた資金の利
子など
　　5.5億円

○水道局では「工業用水道事業」も運営しています。決算状況等については、水道局ホームページ・情報コーナーでも公表しています。【経理課　TEL：213－8510】

※３面の「給水装置等の修繕に対応する指定工事事業者リスト」を参考にしてください。


